
第二部 （75分）

パネルディスカッション 「今、私たち大人に何ができるか」

令和５年度教育総合センターを拠点とした連携のあり方シンポジウム

日時 令和5年7月29日(土) 午後2時より
会場 世田谷区立教育総合センター(若林5-38-1)

主催：世田谷区、世田谷区教育委員会
問合せ：世田谷区 政策経営部 政策研究・調査課 電話 03-6453-1543/ﾌｧｸｼﾐﾘ 03-6453-1534

第一部 （50分）

基調講演 「ウェルビーイングな学びの空間づくり」
手塚 貴晴 氏（建築家/手塚建築研究所代表/東京都市大学教授）

瀬戸SOLAN小学校
©瀬戸SOLAN小学校

ふじようちえん
©Katsuhisa Kida/FOTOTECA

手塚 貴晴氏
©手塚建築研究所

手話通訳あり
ひととき保育あり(生後5か月～未就学児対象、先着5人、7月21日迄に要電話予約)

船木 成記氏
©(一社)つながりのデザイン

参加費無料
事前申込制
先着120名

参加費無料
事前申込制
先着120名

受付期間 7月15日～7月27日
お申し込みはこちらから

OECD（経済開発協力機構）とUNESCOにより世界で最も優れた学校に選ばれた
「ふじようちえん」を始めとして、子どもの為の空間設計を多く手がける。

モデレーター
船木 成記 氏
（一社）つながりのデザイン代表理事、
総務省地域力創造アドバイザー、
尼崎市顧問を務める他、都道府県及び
区市町村において学びのまちづくりに
関するアドバイスを行っている。

パネリスト

手塚 貴晴 氏（建築家/手塚建築研究所代表/東京都市大学教授）
保坂 展人（世田谷区長）
渡部 理枝（世田谷区教育長）
宇都宮 聡（世田谷区立教育総合センター長）

※身体的・精神的・社会的に良い状態にあること。短期的な幸福のみならず、生きがいや人生の意義などの将来にわたる
持続的な幸福を含む概念。


